
重症度判定および
治療薬選択フローチャート

小児喘息用



判
定
　
ス
タ
ー
ト

小
児
喘
息
重
症
度
判
定
表
（
年
長
児
 6
歳
～
15
歳
）

該
当
す
る
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
一
番
右
側
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
順
に
判
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
E→
Ｄ
→
Ｃ
→
Ｂ
→
Ａ
）

D
C

B
A

■
ほ
と
ん
ど
支
障
な
し

■
ほ
と
ん
ど
な
し

（
年
数
回
程
度
）

■
持
続
し
な
い

■
時
に
支
障
さ
れ
る

■
月
に
１
回
以
上
、

週
1
回
未
満

■
時
に
出
現
、

持
続
時
間
は
短
い

■
た
び
た
び
支
障
さ
れ
る

（
週
1
回
以
上
）

■
週
１
回
以
上
、

毎
日
は
持
続
し
な
い

■
た
び
た
び
あ
り
、
持
続
す
る

■
非
常
に
支
障
さ
れ
る

■
ほ
ぼ
毎
日

■
ほ
ぼ
毎
日
あ
り
、持
続
す
る

1.
日
常
生
活
の
状
態
は

い
か
が
で
す
か

2.
喘
息
症
状
が
出
現
す

る
頻
度
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
？

（
ぜ
ー
ぜ
ー
、
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
）

3.
呼
吸
困
難
は
あ
り
ま

す
か
？

ス
テ
ッ
プ
1

軽
症
間
欠
型

ス
テ
ッ
プ
2

軽
症
持
続
型

ス
テ
ッ
プ
3

中
等
症
持
続
型

ス
テ
ッ
プ
4-
1

重
症
持
続
型

判
　
　
定

A
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば

B
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば

C
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば

D
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば

ス
テ
ッ
プ
4-
2

重
症
持
続
型
2

ス
テ
ッ
プ
4-
1の
治
療
を
行

っ
て
も
症
状
が
持
続
す
る

し
ば
し
ば
時
間
外
受
診

し
、
入
退
院
を
繰
り
返
す

日
常
生
活
に
制
限

た
 だ
 し

な
し

な
し

な
し

治
療
前
の
重
症
度
判
定
で
あ
る
が
、
既
に
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
は
症
状
を
ほ
ぼ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
ス
テ
ッ
プ
１
程
度
）す
る
の
に
要
す
る
治
療
ス
テ
ッ
プ
で
そ
の
重
症
度
と
す
る
。

症
状
が
あ
る
場
合
は
、よ
り
高
い
重
症
度
を
考
え
る
。



吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
*2

（
10
0μ
g/
日
)

あ
る
い
は

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
*1

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
＊
2

（
10
0
μ
g/
日
)

あ
る
い
は

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
＊
1

基
本
治
療

発
作
に
応
じ
た
薬
物
療
法

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
＊
2

（
10
0
～
20
0μ
g/
日
)

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
＊
2
＊
3

（
20
0
～
40
0μ
g/
日
)

以
下
の
１
つ
ま
た
は
複
数
の
併
用

・
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬

・
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
徐
放
製
剤

・
長
時
間
作
用
性
吸
入
β
2刺
激
薬

・
DS
CG

・
貼
付
β
2
刺
激
薬

追
加
治
療

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
＊
1

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
＊
2
＊
3

（
20
0
～
40
0μ
g/
日
)

以
下
の
１
つ
ま
た
は
複
数
の
併
用

・
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬

・
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
徐
放
製
剤

・
長
時
間
作
用
性
吸
入
β
2刺
激
薬

・
DS
CG

・
貼
付
β
2
刺
激
薬

経
口
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

（
短
期
間
・
間
欠
考
慮
）

ス
テ
ッ
プ
１

間
欠
型

ス
テ
ッ
プ
２

軽
症
持
続
型

ス
テ
ッ
プ
３

中
等
症
持
続
型

ス
テ
ッ
プ
４

重
症
持
続
型

＊
1 
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
：
化
学
伝
達
物
質
遊
離
抑
制
薬
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
Ｈ
1
拮
抗
薬
、
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
拮
抗
薬
、
Th
2サ
イ
ト
カ
イ
ン
阻
害
薬
に
分
け
ら
れ
る
。
D
SC
G（
イ
ン
タ
ー
ル
）と
経
口
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
含
む
。 

＊
2 
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
：
力
価
は
FP（
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
フ
ル
チ
カ
ゾ
ン
：
フ
ル
タ
イ
ド
）あ
る
い
は
BD
P（
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
ベ
ク
ロ
メ
タ
ゾ
ン
：
キ
ュ
バ
ー
ル
）換
算
と
す
る
。 

＊
3 
ス
テ
ッ
プ
4の
治
療
で
症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
専
門
医
の
管
理
の
も
と
で
経
口
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
投
与
を
含
む
治
療
を
行
な
う
。 

テ
オ
フ
ィ
リ
ン
徐
放
製
剤

薬
 物
 の
 種
 類

投
与
法

製
　
品
　
名

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬

1.
 化
学
伝
達
物
質
遊
離
抑
制
剤

経
口
・
吸
入

イ
ン
タ
ー
ル
、
リ
ザ
ベ
ン
、
ロ
メ
ッ
ト
、
ア
レ
ギ
サ
ー
ル
、
ペ
ミ
ラ
ス
ト
ン

2.
 ヒ
ス
タ
ミ
ン
H1
拮
抗
薬

経
 口
 

セ
ル
テ
ク
ト
、
ゼ
ス
ラ
ン
、
ニ
ポ
ラ
ジ
ン
、
ザ
ジ
テ
ン

3.
 ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬

経
 口

オ
ノ
ン
、
シ
ン
グ
レ
ア
、
キ
プ
レ
ス

4.
 T
h2
サ
イ
ト
カ
イ
ン
阻
害
薬

経
 口

ア
イ
ピ
ー
デ
ィ

テ
オ
フ
ィ
リ
ン
除
放
製
剤

経
 口

ネ
オ
フ
ィ
リ
ン
、
テ
オ
ド
リ
ッ
プ
、
テ
オ
ド
ー
ル
、
テ
オ
ロ
ン
グ

長
時
間
作
用
性
β
2
刺
激
薬

経
 口

ベ
ネ
ト
リ
ン
、
ブ
リ
カ
ニ
ー
ル
、
ホ
ク
ナ
リ
ン
、
ベ
ラ
チ
ン
、
メ
プ
チ
ン
、
ベ
ロ
テ
ッ
ク
、
ア
ト
ッ
ク
、
ス
ピ
ロ
ペ
ン
ト

吸
 入

ア
ル
プ
ー
ル
、
メ
プ
チ
ン
、
ベ
ネ
ト
リ
ン
、
サ
ル
タ
ノ
ー
ル
、
ア
イ
ロ
ミ
ー
ル
、
セ
レ
ベ
ン
ト

貼
 付

ホ
ク
ナ
リ
ン
テ
ー
プ

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

1.
 ベ
ク
ロ
メ
タ
ゾ
ン

吸
 入

キ
ュ
バ
ー
ル
(H
FA
-B
D
D
)

2.
 フ
ル
チ
カ
ゾ
ン

吸
 入

フ
ル
タ
イ
ド
(H
FA
-F
D
)

経
口
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

経
 口

プ
レ
ド
ニ
ン
、
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ド
ロ
ン
、
メ
ド
ロ
ー
ル
、
リ
ン
デ
ロ
ン
、
デ
カ
ド
ロ
ン
、
デ
キ
サ
メ
サ
ゾ
ン
、
パ
ラ
メ
ゾ
ン

●
主
な
小
児
喘
息
長
期
管
理
薬

治
　
　
療
　
　
薬
　
　
選
　
　
定



不
変

反
応
良
好

反
応
良
好

無
効

あ
る
い
は
2時
間

の
治
療
で
も
反

応
不
十
分

反
応
良
好

不 変

無
効
 o
r 悪
化

不
変

●
入
院
加
療

反
応
不
十
分

反
応
不
十
分

悪
化

反
応
不
十
分

反
応
良
好

反
応
良
好

発
作
程
度
の
判
断
：
病
歴
・
理
学
的
所
見
・
Sp
o 2
・
PE
F・
重
症
患
者
で
は
血
液
ガ
ス
分
析
な
ど

小
発
作

・
軽
度
喘
鳴
・
陥
没
呼
吸
を
伴
う
こ
と
あ
り

・
PE
F＞
60
％（
β
2
刺
激
薬
吸
入
前
）

・
PE
F＞
80
％（
β
2
刺
激
薬
吸
入
後
）

・
Sp
o 2
≧
96
％

β
2
刺
激
薬
吸
入
反
復

20
～
30
分
ご
と
に
さ
ら
に
２
回
ま

で
吸
入
を
反
復
可
能

酸
素
吸
入（
考
慮
）

ス
テ
ロ
イ
ド
薬（
静
注
or
内
服
）3
）

an
d/
or

ア
ミ
ノ
フ
ィ
リ
ン
点
滴
静
注
と
持
続
点
滴
2）

β
2
刺
激
薬
吸
入
も
併
用
治
療
開
始
し
て

1時
間
ご
と
に
評
価

中
発
作

・
明
ら
か
な
喘
鳴
・
陥
没
呼
吸
あ
り

・
30
％
≦
PE
F≦
60
％（
β
2
刺
激
薬
吸
入
前
）

・
50
％
≦
PE
F≦
80
％（
β
2
刺
激
薬
吸
入
後
）

・
92
％
≦
Sp
o 2
≦
95
％

大
発
作

・
著
明
な
喘
鳴
・
呼
気
延
長

・
強
い
呼
吸
困
難
、
鼻
翼
呼
吸

・
肩
呼
吸
・
起
坐
呼
吸
・
と
き
に
チ
ア
ノ
ー
ゼ
あ

り ・
PE
F＜
30
％（
β
2
刺
激
薬
吸
入
前
）

・
PE
F＜
50
％（
β
2
刺
激
薬
吸
入
後
）

・
Sp
o 2
≦
91
％

①
β
2
刺
激
薬
吸
入
反
復

②
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
静
注

③
ア
ミ
ノ
フ
ィ
リ
ン
持
続
点
滴

④
酸
素
吸
入

⑤
輸
液

⑥
理
学
的
療
法

無
効
な
ら

⑦
イ
ソ
プ
ロ
テ
レ
ノ
ー
ル
持
続
吸
入
療
法
4）

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
、
PE
F、
Sp
o 2
、
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
血
中

濃
度
モ
ニ
タ
ー
、
動
脈
血
液
ガ
ス
分
析
を
行
い
呼
吸
状

態
の
評
価
を
可
能
な
限
り
行
う

血
液
ガ
ス
分
析
を
行
い
呼
吸
状
態

の
再
評
価

合
併
症
の
有
無
の
確
認

気
管
内
挿
管
・
人
工
呼
吸
管
理
を

行
え
る
体
制
を
整
え
な
が
ら

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
増
量

イ
ソ
プ
ロ
テ
レ
ノ
ー
ル
持
続
吸
入

療
法（
増
量
）4
）

ア
シ
ド
ー
シ
ス
補
正（
考
慮
）

人
工
呼
吸
管
理

（
可
能
な
ら
集
中
治
療
室
）

呼
吸
不
全

・
著
明
な
呼
吸
困
難
、
呼
吸
音
減
弱

・
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
尿
便
失
禁

・
意
識
障
害（
興
奮
、
意
識
低
下
、
疼
痛
に
対
す

る
反
応
の
減
弱
）あ
り

・
PE
F測
定
不
能

・
Sp
o 2
＜
91
％

・
Pa
co
2
＞
60
m
m
Hg

β
2
刺
激
薬
吸
入
1）

酸
素
吸
入（
考
慮
）S
po
2
＜
95
％

β
2
刺
激
薬
吸
入

生
理
食
塩
水
2m
Lま
た
は
DS
CG
  1
A

＋
サ
ル
ブ
タ
モ
ー
ル
ま
た
は
プ
ロ
カ
テ
ロ
ー
ル
吸
入
液

乳
幼
児
0.
1
～
0.
3m
L、
学
童
0.
2
～
0.
4m
L

反
応
良
好

・
喘
鳴
消
失

・
陥
没
呼
吸
消
失
な
ど
理
学
的
所
見
正
常

・
PE
F＞
80
％

・
Sp
o 2
≧
97
％ 帰
宅
と
し
経
過
観
察

β
2
刺
激
薬（
吸
入
、
内
服
あ
る
い
は
貼
付
）を

発
作
が
治
ま
っ
て
い
て
も
数
日
間
続
け
る

帰
宅
後
の
悪
化
時
の
対
応
と
と
も
に
再
来
院

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
導
す
る

注
： 1）
酸
素
吸
入
；
Sp
o 2
<9
5％
で
開
始

2）
ア
ミ
ノ
フ
ィ
リ
ン
点
滴
静
注（
30
分
以
上
か
け
る
）と
ア
ミ
ノ
フ
ィ
リ
ン
を
持
続
点
滴
。
２
～
５
歳
は
小
児
気
管
支
喘
息
の
治
療
に
精
通
し
た
医
師
の
も
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

3）
全
身
性
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
投
与
；

 
静
注
　
ヒ
ド
ロ
コ
ル
チ
ゾ
ン
5
～
7m
g/
kg
、６
時
間
ご
と
。
ま
た
は
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
初
回
１
～
1.
5m
g/
kg
、
以
後
、
0.
5m
g/
kg
、６
時
間
ご
と
、
ま
た
は
メ
チ
ル
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
1
～
1.
5m
g/
kg
を
4
～
6時
間
ご
と
。

 
＊
10
分
程
度
か
け
て
静
注
ま
た
は
30
分
程
度
か
け
て
点
滴
静
注
す
る

 
内
服
　
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
0.
5
～
1m
g/
kg
/日
（
分
３
）。
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
の
内
服
が
困
難
な
場
合
は
ベ
タ
メ
タ
ゾ
ン
シ
ロ
ッ
プ
あ
る
い
は
デ
キ
サ
メ
タ
ゾ
ン
エ
リ
キ
シ
ル
0.
5m
L/
kg
/日
（
分
２
）

4）
イ
ソ
プ
ロ
テ
レ
ノ
ー
ル
持
続
吸
入
療
法

 
ア
ス
プ
ー
ル
®0
.5
％
2
～
5m
L、
ま
た
は
プ
ロ
タ
ノ
ー
ル
®-
L1
0
～
25
m
L＋
生
理
食
塩
水
50
0m
L、
無
効
の
場
合
や
呼
吸
不
全
で
は
増
量
も
可（
例
え
ば
ア
ス
プ
ー
ル
®0
.5
％
を
10
m
L＋
生
理
食
塩
水
50
0m
Lか
ら
開
始
）

注
意
点
；

１
.発
作
を
反
復
し
て
い
る
症
例
で
は
、
発
作
の
原
因
を
検
討
し
適
切
な
生
活
指
導
を
行
い
、
長
期
管
理
薬
の
再
検
討
を
行
う
。

２
.ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
頻
回
あ
る
い
は
持
続
的
な
全
身
投
与
は
副
作
用
の
恐
れ
が
あ
る
。
短
期
間
で
中
止
す
べ
き
で
あ
り
、
漫
然
と
使
用
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
必
要
な
ら
ば
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
の
専
門
医
に
紹
介
す
る
。 

小
児
気
管
支
喘
息
の
急
性
発
作
に
対
す
る
医
療
機
関
で
の
対
応（
2
～
15
歳
）

反
応
良
好


